
 

 

 

 

 

 

日 時 令和８年９月 28 日（月） 16 時 30 分～  

会 場 北校舎２階 家庭科室 

出席者 土谷 隆  大髙 真佐子  佐藤 恭子  田中 圭介  武田 智博  寺内 隆央  鳥海 香苗  益子 新次   

吉田 健二  （教員） 岩佐 雅子副校長  鶴田 昭彦主幹教諭  中野 かほり主幹教諭 

 

（１）委員長挨拶 

（略） 

（２）教育活動の現況報告（校長・主幹教諭） 

※〇…学校 ◇…委員 

〇廊下歩行中のけがが見られるため、引き続き落ち着いて歩行するよう指導を徹底していく。また、冷水機の使い

方については学校全体でルールを統一し、安全かつ衛生的に利用できるよう指導している。寒くなる時期を迎

えるため、体育学習時の上着の着用についても学校として統一した対応を進めていく。 

〇雨の日の過ごし方については、校内で安心・安全に生活できるよう継続して指導している。急な雨の際に貸し

出す傘が不足しているため、ご家庭で不要となった傘があれば寄付にご協力いただきたい。 

〇こども縁日へのご協力ありがとうございました。大変盛り上がり、子どもたちにとって良い体験の場となった。今

回の反省を生かし、今後さらによい取組となるよう検討していく。主催体制の一本化や、活動グループとの連携

の在り方についても検討していく。 

〇インフルエンザ等の感染症が流行しているため、手洗いや換気など基本的な感染症対策を継続していく。 

〇家庭科室の換気扇清掃へのご協力に感謝申し上げる。9 月 7 日（月）の大雨・土砂災害発生の早期注意情報

発令に伴う区内小中学校の一斉臨時休業があった。これによる授業時数への影響はなく、教育課程は計画ど

おり進んでいる。来年度は授業日数が 1 日減少する予定であるが、時数確保については工夫しながら進めて

いく。一方で、子どもたちの学校生活に負担がかからないよう配慮していく。 

〇創立 70 周年に向けて準備を進めており、記念冊子や航空写真等について業者から見積もりを依頼し、検討を

進めている。 

〇臨時休業の判断基準が変更された。大雨警報レベル 3 以上の場合、前日までの判断は区全体で行うが、当日

の判断については学校が行う。学校判断となる場合は、学び舎である桜丘小学校と連携して対応する。 

◇臨時休業等による授業時数不足が子どもたちの負担にならないか心配である。 

〇臨時休業等により年間の授業時数に変更が生じることがあります。その場合は、標準時数を踏まえながら、学

習内容を計画的に指導し、児童の学習状況に応じて教育課程を適切に調整する。 

 

（３）協議事項 

１． 学校関係者評価アンケートについて 

〇アンケートは 10 月 16 日から 10 月 29 日まで実施する。集計後、次回以降の学校運営協議会委員による評

価を進めていく予定である。 

２． 子どもの意見聴取について 

◇対象者を抽出する方法もあるが、できるだけ多くの子どもの意見を聞く機会を設けるとよい。 

◇実施時期は 11 月上旬を目途とするのは、どうか。 

◇学校運営協議会として質問の切り口を整理していく。また、質問数は 1～2 問程度とし、継続的に経年変化を
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見る質問と、その年度の重点を把握する質問を組み合わせるとよいと考える。10 月中旬頃までに学校運営協

議会で内容を整理していく。 

３． せたがや e カレッジでの学校・地域連携活動について 

〇9 月 26 日（土）に顔合わせを行った。次回は 11 月に撮影を行う予定である。どんど焼きについて関係者全員

が出演することは難しいため、出演者が活動に関わった方々について紹介する形式を考えている。 

４． 学校運営協議会人事要望について 

〇学校運営協議会には、学校に望ましい教職員像や人材配置について意見を述べる機会がある。毎年この時期

に実施しているため、ご協力をお願いしたい。 

５．世田谷区路上喫煙・ポイ捨ての実態について 

◇学校周辺の生活道路において、路上喫煙・ポイ捨ての実態を調査した。地域の実態にも目を向けてもらえると

よいと思う。そのため、学校運営協議会として要望書を提出する方向で進めていきたい。 

６． 活動グループ活動報告について 

◇イベント活動グループより、天候の関係上、こども縁日と花火を別日に実施となったことは、結果として良かった

との報告があった。 

◇来年 1 月 16 日実施予定のどんど焼きについては、昨年度と同様の流れを基本とする。遊び場開放運営委員

会と連携しながら、実施可否の判断や風向きへの対応、近隣への周知方法について検討していく。 

◇灰の飛散対策として燃やす材料を工夫する必要がある。また、消防署との届出や連携についても確認していく

必要があると思う。 

◇持続可能な行事運営のため、活動内容を整理しながら運営していくことが望ましいのではないか。 

◇今後はイベント活動グループと遊び場開放運営委員会が連携しながら進めていくとよい。 

７． 各委員からの意見・感想 

◇校庭体育倉庫の扉の不具合についてどうなっていますか。 

〇施設課へ修繕・点検を依頼する。 

◇電子錠の運用により掛け金は使用しないのはどうしてか。 

〇掛け金を使用すると、電子錠による解錠ができなくなるため、掛け金の使用を終了し、電子錠による施錠・解錠

を基本としています。 

 

第５回学校運営協議会開催日時（案）令和８年 12 月７日（月）16 時 30 分～ 

 


